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VI   推進体制 

1. 関係機関の連携と役割分担 

基本⽅針である「⼈がつながる みんなで育てる 持続可能な公共交通〜誰もが気軽に移

動できるまちを⽬指して〜」を実現するために、本市の公共交通を⽀える「市⺠」「⾏政」「交

通事業者」などの関係機関がそれぞれその役割を認識し、連携することが不可⽋です。 

そこで、連携・協働を推進するために、地域公共交通活性化協議会で協議しながら、計画を

推進していくことが重要です。事業実施の際は、関係する実施主体が⽬標を共有し、⽬標達成

に向けて協⼒していきます。 

 
 

 

 
 

図 VI-1  公共交通を⽀える関係機関の役割と三者の連携 

三田市地域公共交通 

活性化協議会 

 

 自分たちが公共交通を支える

主体であるという意識を持ち、

積極的に公共交通を利用する。 

 地域の交通について積極的に

考え、地域で共有し、課題解決

に向けて主体的に行動する。 

 行政や交通事業者と積極的に

情報交換を行う。 

 

市  民 

交通事業者 

 安全で快適な公共交通サービ

スを安定的に提供する。 

 利用者ニーズを把握し、サービ

ス向上に努める。 

 地域での取り組みや協議に際

して、運行システムや法令に関

する助言や的確なアドバイス

を行う。 

 

行  政 

 市全体の公共交通計画を策定
し、市民や交通事業者の意見調
整を行う。 

 市の交通に関する問題点や課
題を積極的に市民、交通事業者
に発信し、市民の交通に関する
問題意識の向上につなげる。 

 公共交通の運行維持や市民の
取り組みに対して、国や県と連
携し、支援を行う。 
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2. 施策･事業の評価に関する考え方 

本計画に⽰した施策･事業は、「ＰＬＡＮ︓計画」「ＤＯ︓実施」「ＣＨＥＣＫ︓評価･検証」

「ＡＣＴＩＯＮ︓⾒直し」のＰＤＣＡサイクルに基づき、評価指標や参考指標により達成状

況を適正に評価・検証し、その結果を公表するとともに継続的に計画の⾒直しを⾏うこと

で、社会情勢の変化等に対応したより効果的で効率的な施策･事業への改善を図っていきま

す。 

表 VI-1 PDCA サイクル 

Ｐ 
計 画 

（ＰＬＡＮ） 

事業の実施にあたっては、実施主体となる市民、行政、交通事業者
等が連携して具体的な実施方法を検討します。 

Ｄ 
実 施 

（ＤＯ） 
各主体が連携して事業を実施していきます。 

Ｃ 
評価・検証 

（ＣＨＥＣＫ） 

「三田市地域公共交通活性化協議会」において年１回、事業の進捗
状況を把握するとともに、評価指標や参考指標による事業の達成状
況を評価し、その結果を公表していきます。 

Ａ 
見直し 

（ＡＣＴＩＯＮ） 

評価結果に基づき、問題点や課題を整理し、必要に応じて施策･事業
について見直し、改善していきます。 

 

 

 
図 VI-2  PDCA サイクルのイメージ 
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3. 評価スケジュール 

計画期間における事業の実施や評価等の取組スケジュールを以下に示しています。 

 
表 VI-2 評価スケジュール 

  2024 

（R6） 

2025 

（R7） 

2026 

（R8） 

2027 

（R9） 

2028 

（R10） 

計画策定 
ＰＬＡＮ 

     

各事業の実施計画 ○ ○ ○ ○ ○ 

施策･事業の実施 ＤＯ ○ ○ ○ ○ ○ 

協議会の開催 

ＣＨＥＣＫ ○ ○ ○ ○ ○ 事業進捗の把握 

事業達成状況の評価 

施策･事業の見直し 

実施方法等の見直し 
ＡＣＴＩＯＮ   ○   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  


